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本日の内容

1.大阪市水道の概要

2.水道水の品質保証

3.水質検査の信頼性向上のための取り組み
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1.大阪市水道の概要（1）概要
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2021（令和3年）度実績

通水開始日 1895（明治28）年11月13日

給水人口 約275万人

給水世帯数 約167万世帯

普及率 100％

施設能力 243万ｍ3/日

年間給水量 約3.9億ｍ3

年間有収水量 約3.6億ｍ3（有収率：91.5％）

１日最大給水量 約114万ｍ3/日

１日平均給水量 約107ｍ3/日

給水収益 約553億円
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1.大阪市水道の概要（2）歴史
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1886年 明治19年 コレラ等の流行（1万2,273人感染、7,957人死亡）

1890年 明治23年 新町焼け（2,000戸焼失）

1891年 明治24年 水道布設の議決定

1895年 明治28年 水道創設・桜ノ宮水源地より通水開始

［横浜・函館・長崎に次いで4番目］

1914年 大正３年 柴島水源地（浄水場）完成

1949年 昭和24年 水質試験所設置

1957年 昭和32年 庭窪浄水場完成

1968年 昭和43年 豊野浄水場完成

1975年 昭和50年 水道拡張事業（第9回）終了

1992年 平成4年 高度浄水施設整備事業

2000年 平成12年 高度浄水処理水が市内全域に通水

2005年 平成17年 水道GLP認証取得（水質試験所） ［全国初］

2006年 平成18年 ISO9001認証取得（浄水場）

2008年 平成20年 ISO22000認証取得 ［公営企業で世界初］

創
設
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大
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質
的
向
上
期
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1.大阪市水道の概要（3）浄水場
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1.大阪市水道の概要（4）浄水処理
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2000年（平成12年）～ 高度浄水処理
かび臭物質、トリハロメタン生成量の低減、微量
有機物の分解除去

処理工程 主な役割

凝集沈澱池 濁質分の効果的な除去

中オゾン接触池 溶解性マンガンの酸化

急速砂ろ過池 濁質等の除去

後オゾン接触池 有機物の酸化分解、後生生物（線虫・輪虫）の不活化

粒状活性炭(GAC)吸着池 微量有機物の吸着、微生物による分解

塩素接触池 アンモニアの分解、残留塩素濃度の確保
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1.大阪市水道の概要（5）市内配給水
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水道法第20条の規定に基づく
定期水質検査（水質基準項目）の

採水地点

水質遠隔監視装置の設置場所
• 水道法施行規則第15条第1項に
基づく色・濁り・消毒の残留効果の
検査

• 6項目を連続測定



2.水道水の品質保証
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安心・安全：水質基準を守れている
いつもと変わらない水質の水道水である

おいしさ：水質基準を守れている
いつもと変わらない水質の水道水である
おいしい水の指標をクリアしている

水質検査が正確に行われ、正しい測定値が出されていること
→水質検査の信頼性が確保されていること



2.水道水の品質保証（1）水質管理計画
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水 質 調 査 計 画

水源水質監視計画

大阪市水道・水質管理計画

水 質 検 査 計 画

※水道法施行規則第15条第6項で策定を義務付け

http://www.city.osaka.lg.jp/suido/page/0000014736.html

浄水場水質管理計画

水道GLP適用対象

http://www.city.osaka.lg.jp/suido/page/0000014736.html


2.水道水の品質保証（2）水道GLPの体制
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正確な測定技術

①標準作業手順書の作成

適切な測定施設・機器 分析結果の確認

間違った測定をした
場合の対応

間違いを（再度）発生
させないための対応

GLP体制の
維持と改善

②精度管理の実施

③教育訓練･研修の実施

④分析環境の確認

⑤分析機器の動作確認

⑥結果のダブルチェック

⑦記録の保存

⑧不適合業務の管理

⑨是正処置

⑩予防処置

⑪内部監査

⑫品質管理組織の整備

⑬定期的な見直し

：水質検査の信頼性を確保するための要素

：具体的な対応事項

信頼性保証システムの構築
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2.水道水の品質保証(3)水道GLPの組織
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品質管理システムの組織図

工
務
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長

水質試験所長
（運営管理者）

試験室担当係長（試験）
（技術管理責任者）

試験室担当係長（浄水技術調査）
（技術管理責任者）

技術職員
（検査担当者）

庭窪分室担当係長（庭窪水質試験）
（技術管理責任者）

技術職員
（検査担当者）

豊野分室担当係長（豊野水質試験）
（技術管理責任者）

技術職員
（検査担当者）

調査室担当係長（調査）
（品質管理責任者の代理者）

調査室担当係長（精度管理）
（水道GLP事務局）

水質管理担当課長代理
（品質管理責任者）

認定範囲

は品質管理マニュアルに基づく要員



2.水道水の品質保証(4) 水質検査精度の確保
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技術
• 検査方法
• 検査技術
• 手順書
• 教育訓練

環境
• 建物
• 設備

• 分析機器
• 試薬・器具

組織
⚫ チェック体制

⚫ 定期的に見直し



3.水質検査の信頼性向上のための取り組み
(1)試料採水時の記録
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試料採水時の確認記録
• 採水場所
• 採水時刻
• 気温・水温
• 遊離残留塩素及び結合残留
塩素

• その他特記事項があれば書く



3.水質検査の信頼性向上のための取り組み
(2)試料の管理
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• 保管及び廃棄日を記録し、試料の管理を確実に実施
• 水道水質検査用試料とそれ以外（環境水等）は区画を分けて保管



3.水質検査の信頼性向上のための取り組み
(3)水質検査環境の確認
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• 水質検査区画における環
境の確認

• 室温、湿度、照明、局所排
気設備の運転状態など



3.水質検査の信頼性向上のための取り組み
(4)水質検査結果の確認①確認すべき内容
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検査担当者によるセルフチェック→技術管理責任者
によるチェック

• 前処理・検査開始期限～終了日時
• 空試験
• 検量線
• キャリーオーバー
• 感度
• 精度
• ピーク形状及びベースライン
• 保持時間
• 精度確認試料の確認 etc
• 検査結果の根拠となるデータを添付して提出、
保管



3.水質検査の信頼性向上のための取り組み
(4)水質検査結果の確認②空試験・検量線
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• 直線性（相関係数）
• 前回検量線と大きく変わらないか

• 空試験の定量値が検量線下限
濃度以下

• 選択性



3.水質検査の信頼性向上のための取り組み
(4)水質検査結果の確認③検証
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• 標準原液等の使用期限
• 過去3年間の同月データとの比較

• 検量線
✓ 相関係数
✓ 傾き

• 空試験
• キャリーオーバー
• 精度確認用試料データ



3.水質検査の信頼性向上のための取り組み
（5）精度管理①内部精度管理調査

⚫実施頻度
⚫基本的に月1回（人事異動時期を除く）

⚫年度によって項目を選択

⚫実施内容
⚫品質管理部門が試料を設定・調製・配付・評価

⚫水質検査部門が測定・報告
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• 必要に応じて、定量下限値の確認や妥当性評
価、添加回収試験も合わせて実施

• 検査担当者の技術向上
• 品質管理部門からのチェック



3.水質検査の信頼性向上のための取り組み
（5）精度管理②外部精度管理調査

⚫実施頻度
⚫年2回

⚫実施内容
⚫「厚生労働省水道水質検査精度管理のための統一試料
調査」

⚫「大阪府水道水質検査外部精度管理」
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• 外部機関によるチェック
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• 年1回、点検を実施する
• 許容誤差を満たさない場合はクリーニング他を実施し、
再度点検する

• それでも基準に収まらない場合は廃棄

3.水質検査の信頼性向上のための取り組み
(5)精度管理③定容容器の精度確保



3.水質検査の信頼性向上のための取り組み
(6)測定施設・分析機器
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環境確認記録

検量線の傾き、精度確認他

定期点検後の感度確認

（Std1、n=5）

使用時点検記録

妥当性評価（精製水、水道水）



3.水質検査の信頼性向上のための取り組み
(7)薬品の管理
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毒劇物の表示、施錠管理

使用前後の重量を記録

使用期限を管理



3.水質検査の信頼性向上のための取り組み
（8）手順書

⚫標準作業手順書の作成と定期的な見直し
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告示法の改正、機器の更新等に合わせて改正、
履歴を管理



3.水質検査の信頼性向上のための取り組み
(9)教育訓練①実施記録、報告
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⚫分析機器の講習会やセミナー、研究発表
会及び内部研修の受講記録

⚫半期ごとに個人記録簿を作成し技術管理
責任者から品質管理責任者へ報告



3.水質検査の信頼性向上のための取り組み
(9)教育訓練②業務遂行による資質向上

1. 試験室・分室で基礎となる水質検査技術の習得

標準作業手順書を読んで理解し検査を実施する能力を会得する

2. 調査室で調査研究業務に従事し、各自のテーマに取り組む

特定の機器や試験技術の開発に習熟し、不足する技術を習得する

3. 局内外に情報発信する

4. 水質管理全般を習得しつつ技術力を向上していく
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所内異動による

技術力向上



おわりに
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⚫安全で良質な水道水を得るためには、水源から給水栓に至る
までの総合的な水質管理が必要

⚫最終製品である水道水の質を保証するためには、水質検査の
信頼性確保が欠かせない

⚫水道水質検査の信頼性を確保するためには、技術・環境・組
織のすべてが良好に保たれる必要がある



ご静聴ありがとうございました
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大阪市水道局水質試験所


